
（別紙３）

～ 令和8年　1月　15日

（対象者数） 11 （回答者数） 5

～ 令和8年　1月　15日

（対象者数） 5 （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、子ども達の特性に配慮しつつみんなで活動が
できるよう、工夫していく。

2

今後も、保護者様だけではなく、関係機関からも情報を取集
しお子様の成⾧に繋げられれるようにしていく。

3

一人ひとりの成⾧段階に応じた目標設定を行い、
支援の持続性を高めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日々の振り返りの時間を意識的に確保し、支援内容の
改善につなげていく。

2

3

○事業所名 こぱんはうすさくら袋井川井教室

○保護者評価実施期間 令和8年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　1月　15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

業務が重なる時間帯には、十分な振り返りの時間を
確保しにくい点がある。

業務の特性上、職員が同時に集まる時間が限られて
いること。

自由時間だけではなくみんなで活動する時間を設けている。

みんなで活動する時間は、参加ができなくても遊ばずに
その場にいるようにする。

ご利用者様・保護者様に対し、孫子と・情熱をもった支援・対
応をしている。

支援現場では当施設の基本理念に基づいた上で支援に当たるス
タッフに支援方法などを一任する事で支援員がのびのび仕事が
出来るよう取り組んでいます。

少人数制で個々の特性に合わせた対応が可能。

利用者一人ひとりの特性や状況を把握するため、日々の
様子を記録し、スタッフ間で共有している。

事業所における自己評価総括表公表


